
市民セミナリヨ 2018 第 2 回 
ウクライナの少女”長崎の鐘“を歌う 
～チェルノブイリ原発事故から３２年～ 

 

1986.4.26 01:23、ウクライナ（旧ソビエト連邦）のチェルノブイリ原子力発電所 4 号炉

で起きた事故は、最悪のレベル７（深刻な事故）となった。それから 25 年後の 2011.3.11、

日本の東北地方を襲ったマグニチュード 9.0 の大震災により東京電力福島第一発電所のメルトダ

ウンが引き起こされ、これまたレベル７の原発事故となった。 

 1991 年にソ連が崩壊し独立したウクライナは、世界で 3 番目に原爆を保有する国となったが、

その後すべて廃棄したという。チェルノブイリと福島そして広島・長崎。核を巡る共通点は多く、

互いに学ぶことが多い。 

チェルノブイリ事故から３２年、広島・長崎・福

島と長く平和交流を重ねてきた非核特使・井原東洋

一氏が、ウクライナとベラルーシを訪ね、原発事故

犠牲者の慰霊祭で講演し、原発の作業員と討論し、

子供たちに「戦争のない、核におびえることのない

平和な社会を作るのは、皆さんの一人ひとりの手の

中にあるのだ」と訴えた。 

原爆と原発、その現実と今後を共に考えたい。 

◆日時：2018 年６月２３日（土） 

１３：３０開演～15：30 終演 
 

◆プレゼンター：井原東洋一 

（非核特使） 
 

◆会場：浦上キリシタン資料館 コミュニティースペース 

 

◆音楽コーナー：井上周子（いのうえ ちかこ リュート奏者） 

 

◆定員：40 名（先着順で締め切り） 

◆参加料：500 円 

◆お申し込み： 

浦上キリシタン資料館宛に、ご連絡先

（氏名・住所・当日の携帯番号）を明記

のうえ、電話、ファックス・メールでお

申し込みください。 
 

◆主催： 

 

東京音楽大学卒業後、渡仏。

リヨン国立高等音楽院にて博

士課程修了。在仏中より音楽

祭に出演するなど活躍する。

帰国後は各地での演奏活動の

ほかに、セミナー等に招聘さ

れる。ルネサンス・バロック

や中世の音楽、ワールドミュ

ージックを取り入れた音楽な

ど４枚の CD をリリース。

従来の古楽器の演奏スタイル

を踏襲しつつ、ジャンルに捉

われない音楽作りをしてい

る。 


